
実施計画 実施内容
決算額
（千円）

支所予算
のみ

目標
達成度

事業の方
向性 実施計画

予算額
（千円）

支所予算
のみ

①防災・減災に関する取組
 ○地域住民中心の防災・減災 活動の支援、防災意識の向上
　・自主防災会への活動支援
　・地区や集落単位での防災知識の習得及び防災訓練等の実施支援
　・防災に関する広報活動の実施（チラシ、ポスター、ウェブサイト
   など）
 ○地域や関係機関との連携強化
　・防災関係機関との情報共有
　・緊急時の連絡体制の構築
　・災害用コミュニケーション支援ボードの作成

①防災・減災に関する取組
 ○地域住民中心の防災・減災 活動の支援、防災意識の向上
  〇自主防災会への活動支援
  ・防災訓練、防災知識習得等活動支援（18組織）
  ・防災設備更新支援（4組織）
  〇地区単位での防災知識習得支援
  ・防災講習実施支援（2地区×2回）
  ・防災講習実施支援（1地区×3回）
  〇防災に関する広報活動の実施
  （ポスター掲示、防災ポータルサイト開始）

  ○地域や関係機関との連携強化
  ・防災関係機関との情報共有（正副分団長会議4回）
  ・緊急時の連絡体制の構築（佐治川ダム緊急連絡網　対象2地区）
  ・災害用コミュニケーション支援ボードの作成（防災アプリ内実装）
  ・用瀬小学校防災教育への協力（防災授業45分×1回）

― A.達成
3.現状
維持

①防災・減災に関する取組
 ○地域住民中心の防災・減災 活動の支援、防災意識の向上
 ・自主防災会への活動支援
 ・地区や集落単位での防災知識の習得及び防災訓練等の実施支援
 ・防災に関する広報活動の実施（チラシ、ポスター、ウェブサイト
   など）
 
 ○地域や関係機関との連携強化
 ・防災関係機関との情報共有
 ・緊急時の連絡体制確認
 ・防災教育推進

―
地域振興課

危機管理課

②高齢者や障がい者、子育て世代への支援に関する取組
 〇地域全体で高齢者や障がい者、子育て世代を支える体制づくり
　・中山間集落見守り活動支援
　・地域共生社会推進連絡会への参画
　・子育て支援センター（子育て相談）
 ○持続可能な生活交通体系の維持・再構築
　・共助交通に対する運行支援
 ○買い物環境の確保
　・移動販売車の運行支援

②高齢者や障がい者、子育て世代への支援に関する取組
 〇地域全体で高齢者や障がい者、子育て世代を支える体制づくり
  ・中山間集落見守り活動支援
  ・用瀬町地域共生社会推進連絡会への参画　3回/年
  ・町内のふくし資源（居場所・憩いの場）を記載した一覧表を作成
  ・子育て支援センター（子育て相談）の開催　12回/年

 ○持続可能な生活交通体系の維持・再構築
  ・共助交通「いきいき社バス」に対する運行支援
　
 ○買い物環境の確保
  ・移動販売車の運行支援
  ・地域住民により設立された「買い物環境を考える会」への側面支援

―
B.概ね
達成

2.改善
継続

②高齢者や障がい者、子育て世代への支援に関する取組
 〇地域全体で高齢者や障がい者、子育て世代を支える体制づくり
 ・中山間集落見守り活動への支援
 ・地域共生社会推進連絡会への参画
 ・子育て支援センター（子育て相談）の実施

 ○持続可能な生活交通体系の維持・再構築
 ・共助交通「いきいき社バス」に対する運行支援
 
 ○買い物環境の確保
 ・移動販売車の運行支援
 ・地域住民により設立された「買い物環境を考える会」への側面支援

―
市民福祉課
産業建設課
地域振興課

交通政策課
地域振興課

①地域に根ざした特産品の開発と担い手育成・確保
 ○地域に根ざした特産品の開発等に対する支援
　・県、市の支援事業などの調整、紹介
 ○農林業の担い手育成・確保や、農産物販路確保等の持続可能な農
  業・林業の実現に向けた取組支援
　・新規就農者等への支援
　・農産物の販路拡大等に対する取組検討
　・農業、林業施策の周知

①地域に根ざした特産品の開発と担い手育成・確保
 ○地域に根ざした特産品の開発等に対する支援
 ・地域任意団体「Future Seeds Mochigase」設立・活動への支援
 ・用瀬支所中山間地域振興対策プロジェクトチームでの検討

 ○農林業の担い手育成・確保や農産物販路確保等の持続可能な農業・林業
   の実現に向けた取組支援
 ・新規就農者への支援　2件（相談）

―
B.概ね
達成

2.改善
継続

①地域に根ざした特産品の開発と担い手育成・確保
 ○地域に根ざした特産品の開発等に対する支援
 ・県・市の支援事業などの調整、相談対応など実現に向けた伴走支援
 ・用瀬支所中山間地域振興対策プロジェクトチームでの検討
 
 ○農林業の担い手育成・確保や、農産物販路確保等の持続可能な農業
 ・林業の実現に向けた取組支援
 ・新規就農者等への支援
 ・農産物の販路拡大等に対する取組検討
 ・農業、林業施策の周知

―
地域振興課
産業建設課

農政企画課

②経営の合理化・効率化の推進
 ○集落営農の組織化を推進し、経営の合理化・効率化
　・集落営農組織化に対する支援

②経営の合理化・効率化の推進
 ○集落営農の組織化を推進し、経営の合理化・効率化
 ・集落営農組織化に対する支援（要望なし）

―
B.概ね
達成

3.現状
維持

②経営の合理化・効率化の推進
 ○集落営農の組織化を推進し、経営の合理化・効率化
 ・集落営農組織化に対する支援

― 産業建設課 農政企画課

③鳥獣被害対策と農地・森林保全
 ○鳥獣被害対策の強化
　・侵入防止柵等の取組支援
　・有害鳥獣捕獲等取組支援
 ○農地・森林保全
　・中山間地域直払事業
　・多面的機能支払制度
　・間伐材搬出事業への取組支援
　・造林補助事業への取組支援

③鳥獣被害対策と農地・森林保全
 ○鳥獣被害対策の強化
 ・有害鳥獣捕獲等取組支援　230頭

 ○農地・森林保全
 ・中山間地域直払事業　15組織
 ・多面的機能支払制度　11組織
 ・間伐材搬出事業への取組支援　4件
 ・造林補助事業への取組支援　6件

―
B.概ね
達成

3.現状
維持

③鳥獣被害対策と農地・森林保全
 ○鳥獣被害対策の強化
 ・侵入防止柵等の取組支援
 ・有害鳥獣捕獲等取組支援

 ○農地・森林保全
 ・中山間地域直払事業
 ・多面的機能支払制度
 ・間伐材搬出事業への取組支援
 ・造林補助事業への取組支援

― 産業建設課
農政企画課
林務水産課

関係課
（本庁）

もちがせ地域未来プラン実施計画 (R７年度実績／R８年度計画)

令和７年度

支所
担当課

令和８年度

(１)安心して暮らし
続けることの

できる地域の維持

(２)地場産業の
活性化と
雇用の確保

目標
【めざす将来像】

資料４
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実施計画 実施内容
決算額
（千円）

支所予算
のみ

目標
達成度

事業の方
向性 実施計画

予算額
（千円）

支所予算
のみ

関係課
（本庁）

もちがせ地域未来プラン実施計画 (R７年度実績／R８年度計画)

令和７年度

支所
担当課

令和８年度
目標

【めざす将来像】

資料４

①魅力ある地域づくりとそれらを支える人づくり
 ○まちづくり協議会や自治会、地域団体への活動支援
　・地域活動への支援
　・「マラニック大会」の開催支援
　・「ふれあいまつり」の開催支援
 ○地域の魅力発掘
　・地域内イベントの実施

①魅力ある地域づくりとそれらを支える人づくり
 ○まちづくり協議会や自治会、地域団体への活動支援
 ○地域の魅力発掘
 ・まちづくり協議会、自治会、各実行委員会への活動支援
 ・「マラニック大会」開催（主催：もちがせ流しびなマラニック大会実行
   委員会）  R7.5.18　参加者 687人 スタッフ（地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ含）110人
 ・「ふれあいまつり」開催（主催：用瀬町生涯学習推進協議会）R7.11.9
    出展者18団体4個人（延べ624人）、出演者13団体（91人）
    参加者  約1,400人（出展者・出演者・参加者・スタッフ）

2,600
B.概ね
達成

3.現状
維持

①魅力ある地域づくりとそれらを支える人づくり
 ○まちづくり協議会や自治会、地域団体への活動支援
 ○地域の魅力発掘
 ・地域活動への支援
 ・「マラニック大会」の開催支援
 ・「ふれあいまつり」の開催支援

2,600
地域振興課・

分室
協働推進課

②空き家の有効活用
 ○空き家実態調査の実施
　・地域内の空き家数の把握と利用可能な空き家の特定
　・空き家の所有者への聞き取り等
 ○情報提供・発信、利活用促進
　・地域の空き家調査業務団体への業務委託（用瀬地区）
　・空き地、空き家を利用した賑わいの創出
　・空き家情報をまとめたデータベース化
　・移住相談窓口の充実と個別相談への対応
 ○地域おこし協力隊との連携
　・地域おこし協力隊が中心となった、空き家活用の取組

②空き家の有効活用
 ○空き家実態調査の実施
 ・用瀬地域全域の空き家数の調査を実施。
 ・空き家の所有者への聞き取りの実施(用瀬地区)

 ○情報提供・発信、利活用促進
 ・地域の空き家調査業務団体への業務委託（用瀬地区）
 ・空き家実態調査の結果をもとにデータベースを作成。
 ・移住相談や空き家相談の対応の実施。

 ○地域おこし協力隊との連携
 ・空き家対策の啓発のためのワークショップ開催(R7.12.1 参加者20人)
 ・地域団体との連携して活用の取組の検討。

―
B.概ね
達成

2.改善
継続

②空き家の有効活用
 ○空き家実態調査の実施
 ・継続した実態の把握、データベースの更新
 ・空き家の所有者への聞き取り等

 ○情報提供・発信、利活用促進
 ・地域の空き家調査業務団体への業務委託（用瀬地区）
 ・空き地、空き家を利用した賑わいの創出
 ・移住相談窓口の充実と個別相談への対応

 ○地域おこし協力隊との連携
 ・地域おこし協力隊が中心となった、空き家活用の取組

― 地域振興課 地域振興課

③歴史・文化の保存と次世代への継承
 ○保存・継承
　・流しびな保存会等各団体との連携
　・調査体制の確立に向けた関係部署等との連携
　・「用瀬の流しびな」の国指定重要無形民俗文化財指定に向けた記
    録作成
　・地域の子供たちが地域の歴史、伝統芸能について学び、関わる機
   会の提供や地域の伝統文化継承のための取組支援
 ○伝統文化、行事の年間を通じての情報発信
　・インスタグラム等を活用した情報発信
　・伝統文化等の年間を通じた情報発信の仕組みづくりの検討

③歴史・文化の保存と次世代への継承
 ○保存・継承
 ・流しびな製作技術継承のための取組の実施。
 ・「用瀬の流しびな」の記録作成のための調査体制の確立に向けた関係部
   署等との連携を実施。
 ・「用瀬の流しびなの伝統について語りたい件」の開催。
 ・用瀬小学校の小学生が実施するのサンダワラ製作への協力。
 ・流しびなに関するインタビュー集の刊行。

 ○伝統文化、行事の年間を通じての情報発信
 ・インスタグラム「流しびなは物語る」での情報発信を実施。
 ・ホームページの情報の充実。

―
B.概ね
達成

1.拡充

③歴史・文化の保存と次世代への継承
 ○保存・継承
 ・流しびな保存会等各団体との連携
 ・「用瀬の流しびな」の国指定重要無形民俗文化財指定に向けた記録
　 作成を実施する総合調査委員会との連携。
 ・地域住民が地域の歴史、伝統芸能について学び、関わる機会の提供
   や地域の伝統文化継承のための取組支援
 
 ○伝統文化、行事の年間を通じての情報発信
 ・インスタグラム等を活用した情報発信
 ・伝統文化等の年間を通じた情報発信の仕組みづくりの検討

―
地域振興課・

分室
文化財課

②移住定住の促進
 ○若者が住みたくなるまちへの取組推進
　・週末住人等若者と地域のマッチングなど情報共有や連携
 ○関係機関との連携強化
　・町内の空き家業務委託団体と情報共有や連携
 ○移住相談体制の強化
　・移住に関する相談に対応する窓口の強化
　・子育て支援策など、鳥取市の支援施策の紹介

②移住定住の促進
 ○若者が住みたくなるまちへの取組推進
 ・鳥取の魅力発掘発信に関する勉強会主催「雛鳥プロジェクト」と連携し
   ての情報発信と関係人口の創出の取組
 
 ○関係機関との連携強化
 ・町内の空き家業務委託団体（用瀬地区まち協）との情報共有・連携
 
 ○移住相談体制の強化
 ・移住や移住者への補助金に関する相談対応（2件）

―
B.概ね
達成

2.改善
継続

②移住定住の促進
 ○若者が住みたくなるまちへの取組推進
 ・若手社会人、大学生などの町歩きや地域とのマッチング支援を通じ
  て、町の魅力を体験してもらう取組の推進

 ○関係機関との連携強化
 ・町内の空き家業務委託団体と情報共有や連携

 ○移住相談体制の強化
 ・移住に関する相談に対応する窓口の強化
 ・子育て支援策など、鳥取市の支援施策の紹介

― 地域振興課

(３)魅力ある
地域づくり・

人づくりの推進

①地域の魅力発信と交流促進
 ○情報発信と情報アクセス環境の改善強化
 ・用瀬町の持つ自然、文化、食などの資源を効果的に情報発信するため、
   用瀬町観光案内マップを作成し、町内外２９か所に設置。
 ・町の魅力・情報をウェブサイト、公式インスタグラムで発信。

 〇地域活性化イベントの開催
 ・「ひいな橋をぬりかえよう！」の開催（主催：鳥取市用瀬町総合支所）
　　R8.3.14　参加者数　60人
 ・ジゲおこしイベントの開催（主催：ジゲおこし及び各実行委員会）
   ふれあいフェスティバル（R7.8.30 参加者 約1,750人）
　 用瀬山系トレイル交流大会（春：雨天中止 秋：R7.11.24 参加者30人）
   夏の川遊びフェスティバル（R7.7.26　参加者 21人）
　 いなば用瀬宿横丁さんぽ市（R7.11.16　参加者 約1,200人）
 
 〇周辺地域等との連携
　観光案内マップ・流しびな行事についての情報発信を、制作に協力いた
　だいた 首都圏のメンバーで構成される「鳥取の魅力発掘・発信に関する
  勉強会　雛鳥プロジェクト」と共同でインスタグラムに投稿。約３万件
  の閲覧があった。

①地域の魅力発信と交流促進
 ○情報発信と情報アクセス環境の改善強化
　・地域の歴史・文化、自然景観、店舗、特産品などをまとめた観光
   ＰＲマップの作成
　・ウェブサイト、ＳＮＳでの積極的な情報発信
 ○地域活性化イベントの開催
　・「流しびな行事」の開催支援
　・ジゲおこしイベントの開催支援（登山イベント、自然体験イベン
   トなどの開催支援）
　・登山道等の整備、保全
 ○周辺地域との連携
　・Ｇバスツアーで町内観光施設に来られたお客様へおもてなし等
　・地域の観光資源を共同でＰＲ

4,597
B.概ね
達成

(４)交流による
活性化と

移住定住の推進

2.改善
継続

①地域の魅力発信と交流促進
 ○情報発信と情報アクセス環境の改善強化
 ・完成した観光案内マップを、周辺地域を訪れた観光客を用瀬町へと
   呼び込む「広域誘客」のツールとして機能させるため、設置場所の
   拡大に取り組む。
 ・公式ウェブサイトでの用瀬情報の充実と、インスタグラムでの積極
   的な情報発信を行う。

 ○地域活性化イベントの開催
 ・「流しびな行事」の開催支援
 ・ジゲおこしイベントの開催支援（登山イベント、自然体験イベント
   などの開催支援）
 ・登山道等の整備、保全

 ○周辺地域との連携
 ・地域の観光資源を共同でＰＲ

4,177
地域振興課
産業建設課
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